
2011. December. 19 

平成 23 年 12 月総務会 議事録 
 

日 時：平成 23 年 12 月 19 日(月) 15:30-17:30 

会 場：AIJ 東北支部会議室 

出席者：田中支部長、安部、堀、西脇（記録）、伊藤・瀧（事務局） 

 

資 料： 資料 1 平成 23 年 11 月常議員会議事録（案） 

 資料 2 2011 年度 AIJ 東北支部 10 月・11 月支出明細 

 資料 3 第 13 期代議員・2012 年度支部長・2012 年度支部常議員候補者届出用紙 

 資料 4 2012 年度 AIJ 設計競技 支部審査員一覧 

 資料 5 「作品選集 2013」支部審査員の選定報告 

 資料 6 労働条件通知書（伊藤君・瀧君分） 

 資料 7 東北建築賞研究奨励賞選考委員会議事録（案） 

 資料 8 2012 年度 AIJ 東北支部収支予算内訳明細書 

 資料 9 みちのくの風 2012 青森 

 資料 10 2012 年 AIJ 東北支部総会ならびに付随行事について 

 資料 11 日本建築学会大賞候補功績理由書 

 資料 12 2012 年支部研究補助費の申請についての留意事項 

 資料 13 AIJ 東北支部年報第 32 号企画案 

 資料 14 空気調和・衛生学会第 1 回東北支部学術・技術報告会への協賛のお願い 

 資料 15 2011 年度収支計算書日本建築学会東北支部 

 別添資料 2011 年度収支計算書 AIJ 東北支部 

 

１．議事録の確認 

堀委員より資料１に基づいて説明され、議事録として承認された。 

 

２．報告事項 

1) 10 月・11 月会計報告（事務局） 

 資料 2 および別添資料に基づいて報告がなされた。 

2) 代議員・支部役員候補者届出について（事務局） 

 資料 3 および別添資料に基づいて報告された。 

3) 2012 年度 AIJ 設計競技支部審査員について（事務局） 

 資料 4 および別添資料に基づいて報告された。 

4) 「作品選集 2013」支部審査員について（事務局） 

 資料 5 および別添資料に基づいて報告された。 



 部会長は初回委員会で互選により決定されるが、初回予定よりも先に本部へ

の報告の必要があるため、事務局から各委員へとメール審議による互選を依

頼する。〆切は、2012 年 1 月 17 日の常議員会への報告が間に合う日程とする。 

5) 2012 年度の事務局の体制について（事務局） 

 2011 年度の体制を継続することが報告された。労働条件は資料 6 による。 

6) 東北建築賞研究奨励賞選考委員会について（事務局） 

 資料 7 に基づいて事務局より説明があり、2 件の研究奨励賞が選ばれたことが

報告された。 

 選考委員会から選考方法について、ガイドラインの設定が要望された。審査

員長名で案が提示されているため、次回の常議員会で議論を行うこととした。 

7) 2012 年度 AIJ 東北支部収支予算の修正について（事務局） 

 資料 8 に基づいて、一般社団法人化に伴って消費税の還付がなくなるため、

10 万円の圧縮予算として修正したことが報告された。 

 

３．審議事項 

1) みちのくの風 2012 青森について（安部委員） 

 資料 9 に基づいて、安部委員より計画概要の説明があった。6 月 16 日・17 日、

メイン会場は八戸工業大学、表彰式・懇親会等は八戸グランドホテル、パネ

ル展示・招待公演は八戸工業大学・メディアセンターを予定している。 

 招待公演は、構造系（和田章・建築学会会長、16 日）と計画系（青井哲人・

明治大学准教授を基調講演とした PD、17 日）が行われ、計画系のパネリスト

の人選を計画部会に投げかけている。タイムテーブルも含めて、詳細は 1 月

（場合によっては 2 月）の常議員会で議論する。 

 部屋割りについて、講演者控室、事務局室などの部屋も準備する。 

2) 2012 年度支部総会・表彰式・懇親会について（事務局） 

 資料 10 に基づいて事務局より説明があった。例年通り smt スタジオシアター

を会場に、5 月 12 日(土)に開催予定。総会から引き続き表彰式を行う。プログ

ラムも例年通りだが、一般社団法人化に伴う支部規約の改定について説明の

必要がある。司会は西脇。 

 シンポジウムなどの付随行事は、次回の常議員会に諮ることとした。AIJ 東北

支部としての情報発信も必要ではないかという意見が田中支部長よりあった。 

 表彰式に引き続き、smt カフェを会場に懇親会を行う。司会は浦部委員。 

3) 2012 年度日本建築学会大賞の推薦について（事務局） 

 資料 11 に基づいて説明が行われた。略歴などの確認を再度行うこと。 

4) 2012 年支部研究補助費の申請について（事務局） 

 事務局から資料 12 に基づいて説明があり、次年度は建築計画部会が予定され



ていることが説明された。部会長に対して申請書の提出を要請する。 

5) 東北支部年報第 32 号企画案について（事務局） 

 資料 13 に基づいて説明が行われた。例年通りの構成だが、災害活動報告（田

中支部長）が追加される。15.常議員会からの報告は、持ち回りで西脇が担当。 

6) 空気調和・衛生学会第 1 回東北支部学術・技術報告会への協賛のお願いについて

（事務局） 

 資料 14 に基づいて説明があり、承認された。 

7) その他（田中支部長・資料なし） 

 宮城県建築等地震対策推進協議会（宮城県内の各市町村、建築関連団体等か

らなる）にて、震災に当たってのシンポジウムが企画されている。既刊の速

報版（黒表紙）のダイジェスト版（100 ページ程度）に当たるようなものを、

AIJ 東北支部と連携して作成したい申し入れがある。速報版執筆当時の部会長

に集まっていただいて了承をいただいた上で、シンポジウム資料を作成した

い。 

 田中支部長から、常議員に対してメールにて問い合わせる。 

 

今後の予定 

 2 月 22 日(水) 14:00～ 常議委員会 

 3 月 29 日(木) 14:00～ 常議委員会 

 4 月 25 日(水) 14:00～ 総務会 

 


